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農
業
基
盤
整
備
事
業
に
つ
い
て
、
本

市
の
現
状
と
課
題
は
ど
う
か
。

　
　

農
地
の
整
備
率
は
、
水
田
39
・
１
％
、

畑
19
・
４
％
で
あ
り
、
三
会
原
第
３
地
区

が
82
％
で
令
和
２
年
度
完
成
、
第
４
地
区

が
４
％
で
令
和
４
年
度
完
成
を
目
指
し
て

い
る
。
今
後
さ
ら
に
三
会
の
中
原
・
寺
中

地
区
、
大
三
東
の
松
崎
地
区
及
び
東
大
地

区
に
つ
い
て
県
と
一
緒
に
推
進
中
で
あ

る
。

　

課
題
は
事
業
採
択
に
必
要
な
仮
同
意
率

の
伸
び
悩
み
で
、
松
崎
地
区
で
40
・
２
％
、

東
大
地
区
で
は
44
・
６
％
と
な
っ
て
い
る
。　
　

　
　

農
地
集
積
事
業
に
つ
い
て
、
現
在
、

本
市
が
取
り
組
ん
で
い
る
事
業
は
。

　
　

農
地
中
間
管
理
事
業
や
人
・
農
地
プ

ラ
ン
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
農
地
集
積
は

耕
地
面
積
１
８
４
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
対
し

１
１
４
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
耕
地
面
積
の

約
62
％
の
集
積
率
で
県
下
で
ト
ッ
プ
。

　
　

労
働
力
確
保
事
業
に
つ
い
て
、
現
在
、

市
が
取
り
組
ん
で
い
る
事
業
は
。

　
　

雇
用
労
力
支
援
シ
ス
テ
ム
事
業
に
よ

り
、
島
原
雲
仙
農
協
の
農
援
隊
の
運
営
に

対
し
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　
　

水
産
業
の
振
興
に
つ
い
て
、
水
揚
げ

量
の
減
少
、
高
齢
化
、
後
継
者
不
足
な
ど
、

漁
業
の
実
態
は
ど
う
か
。

　
　

平
成
29
年
度
の
漁
獲
量
は
10
年
前
と

比
較
す
る
と
約
５
割
減
少
し
、
約
７
９
５

ト
ン
。
28
年
度
の
漁
協
組
合
員
数
も
約
３

割
減
少
し
３
５
６
名
で
、
60
歳
以
上
は
７

割
を
超
え
２
５
２
人
、
30
歳
未
満
は
２
人

と
非
常
に
少
な
い
状
況
で
あ
る
。

　
　

人
材
不
足
が
課
題
だ
が
、
市
の
取
り

組
み
は
ど
う
か
。

　
　

島
原
広
域
圏
で
は
第
７
期
介
護
保
険

事
業
計
画
で
人
材
確
保
の
推
進
の
た
め

に
、
未
就
労
者
に
仕
事
内
容
を
紹
介
す
る

講
座
や
有
資
格
者
の
復
職
支
援
の
研
修
を

計
画
し
て
い
る
。
ま
た
、
保
育
士
へ
の
支

援
と
し
て
、
処
遇
改
善
分
を
保
育
所
等
の

運
営
費
と
し
て
交
付
し
、
保
育
士
の
賃
金

改
善
を
行
い
、
処
遇
改
善
及
び
人
材
の
確

保
・
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

◇
小
児
医
療
事
業

◇
学
力
向
上
と
教
育
環
境
の
整
備

◇
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
に
つ
い
て

◇
行
財
政
改
革
の
推
進
に
つ
い
て

　
　

交
流
人
口
拡
大
へ
の
取
組
に
つ
い
て

　
　

ス
ポ
ー
ツ
合
宿
・
既
存
観
光
イ
ベ
ン

ト
の
充
実
、
島
原
城
薪
能
や
ガ
マ
ダ
ス
花

火
大
会
、
不
知
火
ま
つ
り
な
ど
を
通
し
て
、

今
後
も
関
係
機
関
と
連
携
・
協
力
し
て
い

き
た
い
。
島
原
城
築
城
４
０
０
年
記
念
事

業
で
は
観
光
の
起
爆
剤
と
捉
え
、
４
０
０

年
に
恥
じ
な
い
よ
う
な
事
業
に
し
た
い
。

　
　

定
住
人
口
拡
大
へ
の
取
組
に
つ
い
て

　
　

移
住
促
進
に
は
空
き
家
バ
ン
ク
の
創

設
を
は
じ
め
、
都
市
圏
で
の
移
住
相
談
会

へ
の
参
加
、
お
盆
の
帰
省
客
向
け
の
独
自

相
談
会
の
開
催
の
ほ
か
、
県
と
連
携
し
情

報
を
提
供
し
て
、
本
年
度
は
21
世
帯
28
人

の
方
に
移
住
し
て
頂
い
て
い
る
。

　

婚
活
事
業
は
「
ハ
ッ
ピ
ー
カ
フ
ェ
」
で

の
相
談
や
お
見
合
い
、
魅
力
ア
ッ
プ
セ
ミ

ナ
ー
な
ど
を
開
催
し
、
本
年
度
は
カ
ッ
プ

ル
が
13
組
で
２
組
が
成
婚
さ
れ
て
い
る
。

　
　

持
続
可
能
な
財
政
運
営
の
た
め
の
取

組
に
つ
い
て

　
　

合
併
算
定
替
え
の
特
例
措
置
が
令
和

３
年
度
か
ら
本
来
の
額
に
戻
る
。
持
続
可

能
な
財
政
運
営
に
は
国
・
県
の
補
助
金
な

ど
特
定
財
源
、
有
利
な
起
債
の
活
用
、
ふ

る
さ
と
納
税
の
推
進
な
ど
歳
入
増
加
策
に

努
め
る
必
要
が
あ
る
。

　
　

み
な
と
地
区
の
埋
立
地
、
締
切
堤
防

の
現
状
と
今
後
に
つ
い
て

　
　

12
月
頃
か
ら
埋
立
工
事
に
着
手
し
、

令
和
２
年
度
の
完
成
を
目
指
し
て
い
る
。

来
年
度
か
ら
ポ
ン
プ
の
設
置
工
事
等
に
着

手
し
、
令
和
３
年
度
の
完
成
予
定
。

　

埋
立
地
は
今
の
と
こ
ろ
防
災
広
場
的
な

活
用
を
考
え
て
い
る
が
、
今
後
ど
ん
な
使

い
方
が
あ
る
の
か
詰
め
て
い
き
た
い
。
龍

馬
上
陸
の
地
に
つ
い
て
は
埋
め
ず
に
保
存

し
、
昔
な
が
ら
の
石
材
を
使
っ
て
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

　
　

河
川
、
白
水
川
上
流
の
砂
防
え
ん
堤

の
安
全
性
に
つ
い
て

　
　

河
川
管
理
に
つ
い
て
県
で
は
、
優
先

順
位
を
決
め
て
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

砂
防
え
ん
堤
は
劣
化
し
て
い
る
部
分
が
み

ら
れ
る
の
で
、
あ
わ
せ
て
要
望
し
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

◇
島
原
病
院
小
児
科
の
今
後
の
取
組
に

　

つ
い
て

◇
島
原
病
院
の
銀
行
Ａ
Ｔ
Ｍ
設
置
に
つ

　

い
て
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 ほんだ　 ひでき

本多 秀樹 議員

庶民の会

 ほんだ　まつひろ

本多 松弘 議員

 

地
場
産
業
の
振
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に
つ
い
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介
護
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や
保
育
職
の
支
援
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